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辞書・事典を使って調べる 
「～について調べたい」そんなときにはまず図書館へ。辞書・事典などの参考図書で調べてみまし

ょう。様々な事柄について、信頼性のある基本的な知識が得られます。なお、参考図書は貸出禁止

ですので、図書館内で利用してください。 

 

 

「辞書・辞典」は、言葉や外国語などの意味や読み方、用例などを解説した本です。科学など専門

用語の辞典もあります。 

「事典」は事柄についての概要を解説した本です。「百科事典」は、分野を限定せず様々なジャンル

の事柄を扱っていますから、「何を使って調べたらよいのかわからない」ときには、まず「百科事典」

で調べてみるのも一つの方法です。 

調べたい事柄の分野がはっきりしているなら、分野別事典を使うこともできます。 

 

 

辞書・事典などの参考図書を使って、情報・資料を調べる際のキーワードの例です。 

辞書／辞典／事典／用語 ＆ 自分の調べたい事柄○○（例：「日本語」「教育」） 

図書館の書架を調べる際には、次の掲示や分類番号を手がかりに調べるとよいでしょう。 

書架の掲示：「参考図書」（書架最上部の細長い白い紙や、書架横の青地に銀色で数字がプリントされた掲示板に書いてあります） 

分類番号：100 番台 哲学・思想・心理・宗教／200 番台 歴史・人物・地理 

300 番台 政治・法律・経済等の社会科学／800 番台 言語 

 

 

書誌情報 請求記号※ 

広辞苑 第七版 机上版 新村出編 岩波書店 2018                

言葉の意味の解説にとどまらず「事典」としての機能も果たす。収載項目約 24 万。 
R813.1 / Sh64 

大辞泉 上下巻 第 2版 小学館『大辞泉』編集部編 小学館 2012 

現代日本で使われている語を中心に、実際の使い方が理解できるよう解説。総項目数 22 万余語。 
R813.1 / D19 

 

分 

百科事典は多くの場合 10 巻以上あります。分野別事典でも収録項目の多いものは、巻数が多くな

ります。１つの事柄について複数巻で解説されていることもあります。そこで、まず「索引」や「総

索引」の巻で、自分が調べたい事柄が、何巻のどこに載っているのか調べるとよいでしょう。同じ

事柄でも事典によって解説に違いがあるので、比べてみてください。辞典でも同じことが言えます。 

書誌情報 請求記号 

世界大百科事典 全 31巻（索引含む）・地図 2巻・便覧 1巻 平凡社                 

索引巻には約 40 万項目。「カラー図版索引」「和文索引」「欧文索引」からなる。 
R031 /Se 22 

ブリタニカ国際大百科事典 本巻 20 巻・小項目事典6 巻・総索引 1 巻・現代用語1 巻  

フランク・Ｂ・ギブニー編 ティビーエス・ブリタニカ 

本巻 5 千項目、小項目事典 13 万 2 千項目。英語版（オリジナル）、『ブリタニカ国際年鑑』※も所蔵。 

R031 / B74 

英語版：R033 / N68 

年鑑：R059 / B74 

※「年鑑」：あるジャンルについての 1 年分のデータを整理した本。例：『日本統計年鑑』『防衛年鑑』 

★辞書と事典 

★百科事典で調べる 

★辞書・辞典で調べる 

★キーワードと分類 



★分野別事典/辞典で調べる 

 

例えば・・・「ルネサンス」について調べたい 

ブリタニカの総索引で調べた。→ルネサンス 6-909 20-376ａこの後にも総記、文学・演劇・音楽などたくさん 

→６が斜字体だったので、小項目事典 6 巻 909 ㌻の解説を読んだ。建築や美術のことも書いてあった。 

→もっとくわしく知りたいと思い、平凡社の総索引も調べた。 

→ルネサンス 30-39 左、1-107 中（アカデミー）などたくさん、《ルネサンス》30-41 中 25-496 右 

→ルネサンスと《ルネサンス》の違いがわからなかったので、索引の初めの方に載っている「凡例」をみたら、《》は 

書名や作品名につけるしるしだということがわかった。  ◎凡例は大切！ 

→30 巻 39 ㌻左側から始まる解説を読んでいくと、「ルネサンス美術」という項目もあり、写真の入った年表もあった。

最後に「カラー」と書いてあったので、一番近いカラーページを開くと、モナリザの写真が出てきた。 

 

  

 

書誌情報 請求記号 

世界史小辞典 改訂新版 世界史小辞典編集委員会編 山川出版社 2007                 

約 7700 項目採録。巻末に付録として「年表」「主要王朝系図」「西暦対照東洋年代表」など。 
R203.3/Se22 

→特に総索引はないので、五十音順で「ルネサンス」を調べた。→「ルネサンス」の後ろに「ルネサンス様式」と 

いう項目があった。それぞれの解説文の中に※がついている言葉がいくつも出てくる。→初めの方に戻って「凡例」を探

した。→「凡例」によると、※の言葉もこの辞典の別の項目として説明されているようだ。→モナリザを描いたレオナル

ド・ダ・ヴィンチにも※がついている。→レオナルド・ダ・ヴィンチを調べて解説を読んでいたら、次の項目が「レオニ

ダス」だった。おいしいチョコレートメーカーの名前だと思っていたら大昔のスパルタ王の名前だった。 

◎こんな風に一つの事柄を調べていく過程で、さまざまな、また思いもよらない事柄についての知

識が得られることもあります。                

以下のような事典もあります。 

日本歴史災害事典 北原糸子ほか編 吉川弘文館 2012                 

社会に大きな影響を及ぼした災害を総合的に解説。基本用語の解説や索引あり。貸出可。 
369.3/Ki64 

英語で紹介する日本事典 堀口佐知子監修 ナツメ社 2010 

日本文化 416 項目をイラストや写真で多面的に紹介。巻末に日本語・ローマ字索引あり。貸出可。 
291/H88 

 

 

ｋｏｔｏｂａｎｋ 

百科事典、国語、英和・和英、現代用語など多様な用語を網羅。 
http://kotobank.jp/ 

Web 上の「辞書・事典」を利用する際には、情報の信頼性を確かめるため、その情報が何に基づ

いているのかといった出典や根拠・責任表示に注意しましょう。 

 

他にも多くの参考図書を所蔵しています。 

何かわからないことがあったら、カウンターで相談してください。     清和大学図書館 

★インターネットで調べる 


